
【青森県】医療介護総合確保促進法に基づく県計画の概要（平成26年度）

（１）医師確保対策

○地域医療支援センター運営事業（85百万円）

●地域で活躍する良医育成推進事業（27百万円）

○産科医等確保支援事業（27百万円）

○新生児医療担当医確保支援事業（1百万円）

●新興・再興感染症対策強化事業（10百万円）

（２）女性医療従事者の支援

○女性医師等就労支援事業（10百万円）

（３）勤務環境改善

●医療勤務環境改善支援センター（3百万円）

○小児救急医療体制整備事業（6百万円）

○小児救急電話相談事業（8百万円）

●へき地等における医療連携ツール整備事業（45百万円）

●病院内保育所施設整備事業（120百万円）

●ドクターズアシスタント導入事業（15百万円）

（４）看護師等確保対策

○新人看護職員研修事業（15百万円）

○看護職員資質向上推進事業（3百万円）

＜本県の課題＞

＜目標＞
＜具体的な取組＞

・地域医療に従事する医師確保を図る

・女性医療従事者の支援を図る

・病床の機能分化・連携のための

基盤整備を図る

病床の機

能分化・連

携の推進

「『良医』を育むグランドデザイン」に基づく取組（H17～）

地域医療再生計画での取組（H25～27） →医師修学資金支

援、周産期・障害児医療専門医確保、看護師等確保等

医療従事

者等の確

保・養成

○急激な高齢化

（本県の高齢化率

は2025年に全国４

位、2035年には２

位に）

○医療施設従事医師

数（人口10万対）

がワースト６位で、

特に自治体病院の

医師不足が深刻

○在宅療養支援診療

所数（人口10万対）

が全国平均を下回

っている

○本県の厳しい自然

地理条件を踏ま

H27年度からの地域

医療構想（ビジョン）

策定に合わせて実施

取組をさらに強化

総事業費：1,374百万円

基金充当額：865百万円

取組を

継続

取組を

継続

取組

○看護職員資質向上推進事業（3百万円）

●看護職員等実践力向上支援事業（31百万円）

●あおもりを担う看護職員の育成・確保・定着推進事業

（36百万円）

○看護師等養成所運営費補助（90百万円）

●看護師等養成所運営費補助（拡充分）（8百万円）

●看護師等養成所教育教材整備事業（26百万円）

●薬剤師確保対策事業（4百万円）

（１）在宅医療提供体制の整備

●多職種協働在宅医療モデル事業（255百万円）

○在宅歯科医療連携室整備事業（3百万円）

●在宅歯科診療車整備事業（23百万円）

●衛生材料及び医療用麻薬使用適正化普及事業（8百万円）

●訪問看護推進事業（10百万円）

・女性医療従事者の支援を図る

・勤務環境改善を図る

・看護師、薬剤師等の確保・養成を図る

・感染症対策従事者の養成を図る

・在宅医療提供体制の整備を図る

・介護サービスの充実を図る

・介護従事者の確保、勤務環境改善を図る

介護サー

ビスの充

実

地域医療再生計画での取組（H25～27） →在宅医療連携拠

点事業、多職種協働専門研修事業、在宅医療啓発事業等

在宅医療

の推進

・地理条件を踏ま

えた在宅医療提供

体制の構築

限られた資源を有効

に活用し、必要な

サービスを確保して

いくため、「医療・介

護サービスの提供体

制の改革」が急務！

H27年度から

実施

取組をさらに発展

取組を

継続

医療及び介護の総合的な確保に向け、医療従事者の確保・

養成が図られるとともに、在宅医療提供体制の整備により、

地域における医療連携体制の充実が図られる。

取組



○地域医療支援センター運営事業

→地域医療に従事する意思のキャリア形成の

支援及び医師不足病院への医師の配置等

●地域で活躍する良医育成推進事業

→魅力ある地域医療医のキャリア形成の仕組みづくり

について研究開発等を行う寄附講座の設置

医師確保対策

青森県

の取組
医療従事者等の確保・養成

●医療勤務環境改善支援センター運営事業

→勤務環境改善に取り組む医療機関に対して総合的・専

門的な支援を行う

○小児救急医療体制整備事業

○小児救急電話相談事業

●へき地等における医療連携ツール整備事業

→市町村等が中心となって、保健・介護分野と連携し、地

域を巡回して診療等を行う多機能型車両の整備

●病院内保育施設施設整備事業

→院内保育所の新設・拡充を支援

●ドクターズアシスタント導入事業

→弘前大学医学部附属病院におけるドクターズアシスタ

ントの導入を支援

勤務環境改善

○新人看護職員研修事業

看護師・薬剤師等確保対策

青森県地域医療
支援センター

専任医師 ２名

市町村
自治体病院
県医師会 ほか

連携

医師不足
状況等の
把握・分析

医師のキャリア
形成支援

情報発信と
相談対応

弘前大学
医学部

中核病院 町立病院

弘前大学

（附属病院）

●は新規事業、○は国庫補助制度からの移行事業

○産科医等確保支援事業

○新生児医療担当医確保支援事業

●新興・再興感染症対策強化事業

→一類感染症等の診断、治療等が可能となる人材育

成とネットワーク構築

○新人看護職員研修事業

○看護職員資質向上推進事業

●看護職員等実践力向上支援事業

→看護職員等の研修環境を確保するため、研修設備の

充実及び研修プログラムの構築・実施を支援

●あおもりを担う看護職員の育成・確保・定着推進事業

→未就業看護師、看護学生、中高生等に対する看護師

のＰＲ活動及びナースセンターの機能強化

○看護師等養成所運営費補助

●看護師等養成所運営費補助（拡充分）

→県内就業促進のため卒業生の県内就職率に応じた

運営支援

●看護師等養成所教育教材整備事業

→実践的な在宅看護人材等確保のための教育教材の

充実

●薬剤師確保対策事業

→薬剤師バンクの設置、未就業薬剤師（女性薬剤師含

む）の復職支援プログラムの実施、高校生を対象とし

たＰＲ活動

○女性医師等就労支援事業

→女性医師等のための相談窓口の設置・運営、

復職研修や就労環境改善の取組に対する支援

女性医療従事者の支援

診療所

（地域）

町村立病院、診療

所を組み入れた

医師のローテート

「良医」を育むグランドデザイン（平成17年策定）

優れた医育環境（医師が学ぶ環境）を整える

意欲が涌く環境（医師が働く環境）を整える

仕組みを整える

医師確保対策の「３つの戦略」



在宅療養支援病院・診療所 介護サービス事業所

関係機関

の連携体

制の構築

青森県

の取組
在宅医療の推進

［地域医療再生計画での取組］

・在宅医療連携拠点事業

→在宅医療連携拠点となる医療機関等への支援

・在宅医療・災害時医療提供体制整備事業

→在宅医療支援診療所等の訪問診療機器整備を

支援

●多職種協働在宅医療モデル事業

→各地域に多職種協働在宅医療モデル

チームを設置し、チームの活動を支援

［地域医療再生計画での取組］

・多職種協働による専門研修事業

→多職種連携のための検討会及び各職種に対

する専門研修等

・在宅医療に係る啓発活動

→講演会やパンフレットによる県民への啓発

・在宅医療に係るニーズ調査

在宅医療連携拠点

（郡市医師会等）
地域包括支援センター

市町村等

連 携

主治医
副主治医 看護師

●は新規事業、○は国庫補助制度からの移行事業

［地域医療再生計画での取組］

・看護師等確保対策事業

→県内定着、離職防止、再就業の促進な

どの総合的な対策

薬 局歯科診療所［地域医療再生計画での取組］

・在宅医療・災害時医療提供体制整備事業

→在宅歯科訪問診療機器の整備を支援

●在宅歯科診療車整備事業

→要介護高齢者等、通院困難な患者の歯科診療に対

応できる歯科診療車の配備

○在宅歯科医療連携室整備事業

→県歯科医師会の在宅歯科医療連携室運営を支援

［地域医療再生計画での取組］

・在宅医療・災害時医療提供体制整備事業

→在宅医療支援センター薬局の整備を支援

●衛生材料及び医療用麻薬使用適正化普及事業

→在宅医療に必要な衛生材料や医療用麻薬の

供給体制を構築

●訪問看護推進事業

→訪問看護推進協議会（仮）の設置、

実態調査、研修及び普及啓発活動

等の実施

薬剤師

ケアマネ歯科医師

リハビリ職

介護士

多職種協働

による在宅

医療チーム
訪問看護ステーション

後方支援病院


